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上朝倉館外濠復元整備工 下 南陽寺出土梵鐘鋳型



序文

本年度の発掘調査は、一乗谷3代目城主朝倉貞景の再興と伝える「南腸寺跡」て行

いました。朝倉館の北東に接する高台にあり、谷の中心部が一望に見わたせる景観の

大変良好な位濫にあります。将軍足利義昭が、かって一乗谷に滞在し、永禄十一年三

月下旬には「南陽寺糸桜御覧之事」が夜を徹して行われた旨、 『朝倉始末記』は伝え

ております。発掘の結果、庭園に西面したところには「観桜の宴」を偲ばせる礎石建

物が見付かりました。そのほか遺存状況はよくありませんが、大規模な建物跡が検出

され、壮大な伽藍があったことが窺われます。珍しい梵鐘の鋳型も見付かりました。

今後の研究によって、南隔寺跡の実態がより詳しく明らかにされていくものと思われ

ます。

上城戸跡ては土塁の復元整備工事を行いました。この土塁は、下城戸跡土塁ととも

に、巨大な石組みによる堅固な石垣が残っており、一乗谷の史跡公園の顔とも形容す

るにふさわしい施設てあります。山際が後世の削平によって失われているため、当時

の形状に復元し昔Bの面影を偲ぼうというものて‘す。全面盛土て築いた、長さ 100m 

にも及ぶ土塁の偉容は、朝倉氏のちからを示して余りあるものて‘しょう。

朝倉館の外濠跡ては規模確認のトレンチ調査を事前に実施し、その成果に基づいて

外濠の復元工事を行いました。満面に水を湛えた館の周囲は戦国時代のたたずまいを、

より厳粛に演出してくれることてしょう。そして、館内への見学につきましては北門

と唐門に木橋を架けてご利用いただくこととしました。

折から、建設省の進める「ふるさとの川」構想が具体化し、一乗谷の地は大きく変

貌をとげようとしております。特別史跡としての保存と活用の調和をはかり、より理

想に近付いた史跡公園づくりをめざし、又新しい平成時代を切り開いていくためにも、

今後なお一層の努力をしてまいりたいと思います。

文化庁をはじめ、関係各機関及び地元の皆様にはこれまて‘‘いただいたこ‘指導、ご鞭

たつに深く感謝申しあげますとともに、倍旧のご指導、ご支援のほどお願い中し上げ

たいと思、し、ます。

平成 2年 3月

福井県立朝倉氏遺跡資料館

館長藤原武二



例 ロ

本書は福井県立朝倉氏遺跡資料館が平成元年度に実施した国庫補助事業による発掘調

査及び環境整備の概要報告書てある。

一 本書に収録された調査は第 5次 5ヶ年計画の 3年目にあたる第64• 65次調査、現状変

更申請に伴う、家屋新築工事の事前調査（第66次調査）、朝倉館前環境整備の一環として

計画に上っている、外濠復元整備に伴う規模確認のトレンチ調査（第67次調査）てある。

整備工は上城戸跡（第61• 62次調杏区）、朝倉館外濠跡（第67次調査区）てある。

ー 第64• 65次調査区のグリッド設定及び方位の振り出しについては甚準点No.8ポイント

を使用した。第66次•第67次は基準点No.33ポイントを使用した。又、空中写真測盤に関

しては座標系第VI系を使用した。

一 本書の作成にあたっては、館長藤原武二の指導の下に館員全員が討議・検討を行い、

南 洋一郎が編集を担当した。又、執筆にあたっては各々の項目毎に分担し、文末に文

責を記した。
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I 平成元年度の調査概要

本年度は「環境整備第 5次 5ケ年計画」に基づく第 3年目の調査として、城戸ノ内町21

字「難賜寺」の地係約3,200m'について発掘調査を実施した。調査期間は平成元年4月1

Hから12月218まててあった。中間の 8月をメドにその前半部分南側約1,600m'を第64次

調査区、後半の北側部分約 1,600mを第65次調査区とした。 11月には遺構測醤のためにア

ジア航測闘に空中写真測鼠を委託し、撮影を実施した。

6月には城戸ノ内町14-60において現状変更許可申請に伴う家屋の移転新築工事の事前

調杏を実施した。調査面積は約 180m'て、調査次数を第66次とした。調査期間は 7月まて‘

の約 1箇月間てあった。

9月には第64• 65次調査の期間中てあったが、並行するかたちて‘‘朝倉館外濠跡の環境整

備に伴う規模確認トレンチ調査を実施した。 トレンチは朝倉館北門前、北西コーナー、唐

門前、南西コーナー、南門前の位置に計5ヶ所設定した。面積は各トレンチ合計約330m' 

てある。調査次数は第67次とした。

本年度に実施した発掘調査の内容については次項て‘詳しく述べる。

尚、史跡指定地内における現状変更許可申請に伴う、立ち会いを含めた調査は平成 2年

3月1日現在て頂t24件に上る。城戸ノ内町内の家屋移転新築、車庫・農作業小屋等の移転、

新築及び浄化槽・汚水管の埋設工事等が主な変更事由て｀ある。しかし、祭事・催し物に伴

う行事や神社の建築物の改築工事等、個人以外の変更事由もある。又、自治体による史跡

公園管理に伴う標識等の施設の設笛や、電柱・歩道用柵の設潰、自然災害復旧に伴う河川

改修工事も含まれる。 11月15日には朝倉館外濠跡にかかる旧県道鯖江・美山線の、廃道敷

の措罹に伴う史跡への移管・引き渡しがあった。

以下には発掘調査を実施した事項について表記する。

変更事項 変 更 箇 所 面積 調査期 間 調査次数

発掘・整備 城戸ノ内町21字（難陥寺） 3,200m' 4月1日～12月21B 第64• 65次

浄化槽設憚 II 6 -41 I 3m2 

住宅新築 ” 14-60 180m' 6月12B -7月15日 第66次調査

浄化槽設置 ＂ 
13-47 ［ 4 m2 

発掘・整備 ＂ 22字（新御殿） 330m' 9月8B ~10月7B 第67次調査

（南洋一郎）
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第 1図 発掘調査・環境整備位置図 2 -



II 第64• 65次調査

本調査は、福井市城戸ノ内町字難励寺地係約3,200m'を対象とするものてある。この調査

区となった場所は、朝倉氏遺跡の中心てある朝倉館の北東の約4,700m'の広さを持つ段丘

上て‘あり標高は約65mて‘ヽ 、朝倉館内とは約15mの比高差を持つ。字名は『難闊寺』てあり、

また、文献には「妥二、一乗朝倉館ノ艮二、 h1士談勝絶之霊場、号南賜寺oJ とみられる

ことから、この地が朝倉氏 3代貞景が娘のために再典した禅寺「南賜寺」跡てあることは

確実視されてきた。また、ここには庭園の石組が露出しており、これは、昭和 5年(1930)

に「一乗谷朝倉氏館跡庭園附南賜寺跡庭園」として「湯殿跡庭園」・「諏訪館跡庭園」と共

に国の名勝に指定されている。

調査は、朝倉氏一族にとって重要な位質を占め、文献等にも登場するこの「南陽寺」の

遺構を確認することを目的とするものて‘‘、敷地約4,700m'の内、北部約1,500面は発掘廃土

置場とし、主要部約3,200を調査区に設定した。南半は第64次調査区、北半を第65次調査区

とし、平成元年4月1日に調査を開始し、現状変更申請に伴う緊急調査（第66次発掘調査）

による中断をはさみ、両調査区の全容が判明した同年10月30• 31日の 2B間て‘‘遺構写真撮

-、
第 2図 第64• 65次調査区周辺地形図
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第64・ 65次調査
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遺構
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第 3図 第64・ 65次調査遺構全測図
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第64・ 65次調査

影を行い、同年11月7Hに空中写真測鼠により平面図を作成する為、ヘリコプターからの

空中写真撮影を実施し、また、上層図や詳細図の作成後、仮の埋戻を行い、同年12月をも

って現場作業を終了した。

現在は、遺物整理を中心とする室内作業を進めている。以下、これまて‘に判明した調査

成果の概要を報告する。

遺構

南隔寺跡は、山城の存在する山稜の裾の南北約150m、最大幅50m程の南北に細長い、

約4,700m'の広さの段丘上に位閤し、東は山、西は急傾斜面となる。中程やや南寄の山裾近

くに庭園遺構が存在する。調査区は、この庭園遺構を中心に南北80m、東西約40mに設

定した。この庭園遺構が敷地内から少し高く盛り上るように存在するため、上層遺構の一

部は削平されていることも予想された。調査の結果、東北部の山裾部を除き、後憔の大き

な削平を受けていることが判明し、はからずも予想が的中することとなった。しかし、南

の屋敷境界や門、また、北束部の住空間の諸遺構、そして下層てはあるが根石を配した中

心建物跡等が検出され、その構成の概要が明らかとなった。

検出した遺構は、石列12・門 1・溝4・建物15・庭園 1.井戸 1.石積施設2・炉3.

埋甕遺構3・鋳造跡 1等多数にわたる。これらは、大きく前・後の 2時期に区分すること

が出来る。なお、届敷内の東西断ち割りトレンチによる観察から、現在の敷地は中程を境

に東西て‘‘地盤が異り、東半は地山を削平して造成し、西半は、かなり大規模な盛土による

造成があったことが知られる。この盛土面下層にもかなりの上師質皿片を中心とする遺物・

炭火物がみられる。このことから、古くは現状よりせまい自然地形を利用した何らかの遺

構群があって、これを削平・盛士し、現在の広い敷地を造成したようてある。前述した前

後の 2時期の区分は、この造成後を大別するものてあって、前期の遺構の中には造成前の

遺構群が含まれている可能性は無視出来ないことに注意する必要がある。

以下、その主要遺構について報告する。

S G3700 国指定名勝庭園。屋敷の東南部山裾近くにあって広さは19面程てある。古くよ

り石組が露出していた。比較的大きな石を用いており、高さ2.35m（右）、 1.48m （左）の

2石の滝副石の間に水落石を 3段に組み、滝口上部と池底との高低差は 1mてある。前述

したように、この石組全体が屋敷内から少し高く築かれており、滝口て、屋敷内から約0.8

m高い。また池の護岸石も完全には廻らず、排水日も判明していないことなどから枯池と

考えられている。また、庭石組の形式・手法に諏訪館庭園との類似点も指摘され、この庭

園は、永禄11年 (1568)春、足利義昭を招き、爛漫と咲く糸桜の下て歌会を催した際に、

―-6 



急速築かれたものとする説もある。

今回の調査て‘‘は主要な石組には手

をつけず、周辺を調査し、これら

との関係の解明に努めた。 まず、

北東部て‘‘、こ の石組の下にもぐり

込む索掘の溝SD3715を検出した。

また西て‘‘は、規模等は明確てない

が、石組下て建物礎石を検出し、

これと同時期て‘｀密接な関係の玉砂 挿図 I 調査前 ・庭固石組

逍構

利敷迫構SX3772が庭園池の汀線まて広がっていた。これ らの追構のレベルはほば庭園池

底と等 しい。こうした点から考え、この庭園は、後期の追構群に属することは明白てある。

しかし、前期においても、山裾から溝SD3715て‘‘水を引き、また玉砂利敷SX3772を持つ

ことか ら、何らかの庭園遺構が存在 したも のと思われる。なお、現庭園の周辺は削平され

ている所が多く、また、東の山裾部が未公有化地てあって調査出来なかったこともあって、

現庭園が枯池てあったかどうかを確定するには至らなかった。 (PL. 3参照）

S V3701 発掘区南端東半て検出された東西方向の石列。東の山裾から西へ延び、中央部

て南へ折れる。この西には門と考えられる追構もあって、 屋敷の南を画する追構と考えら

れる。長さ0.3-0.6m、幅0.2-0.3m、嵩さ0.2m程の自然石を並べており、 天端がはばそ

ろっていることから、塀の碁礎部の可能性が考えられよう 。なお、東の山裾部にのみ、 こ

れと平行する溝SD3714がみられる。だが、この溝は後になって設けられたものと思われ

る。こうした点から、この石列は前期の遺構てあるが、後期まて存続した可能性が高い。

S V3702 発掘区南端中央て検出された南北方向の石垣。一部の検出てあるが高さは 0.7

m程てあって、さ らに南へ延びている。前期の追構てあって、後には埋められている。

S V3703 発掘区南半中程て‘｀検出された南北方向の石列。前期の追構。性格等不明な点が

多いが、他の迫構群 と方位が一致せず、整地土て‘‘毅れる こと、こ の追構を境に して東は地

山削り出してあり、西に は多くの追物がみられる こと 等から、前述した現状の屋敷を造成

する以前の遺構の可能性が高い。

S V 3704 発掘区南半中程て‘‘検出された南北方向の石列。前期の追構。この東にあ って、

平行するようにも考えられる追構SX3760およびSX3761との間はそれぞれ1.5m、2.1m 

てあって、南端の門のはば正面に位置すること 等から通路の一部の可能性が考えられる。

S V 3705 発掘区中央て検出された東西方伺の石列。前期の追構。 この石列は南に面を持

つ。束端部に これと 平行する追構SX3792があって、この間が溝てあったことも考えられ
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第64・ 65次調企

る。この遺構を境にして屋敷内が大きく南北に区分されていたものと思われる。

S V3707 発掘区中央やや西寄て検出された南北方向の石列。前期の遺構と思われるが、

後世の耕作時の石垣位置とも一致しており、不明な点が多い。

S V3708 発掘区中央東寄で検出された東西方向の石列。後期の遺構。他の遺構群とは方

位が異る。

S V3709 発掘区北半束寄て検出された南北方向の石列て‘‘、中程て‘矩折部を持つ。後期の

遺構。この石列に平行して西に建物礎石列があって、その間は0.6m及び0.9mてある。こ

のことから、建物周囲を画する遺構てゞあったことが判明する。検出されたのは、南から約

8 m北進し、西へ折れ2.7m進み、再度北へ約13m延びるものてある。北端部ては、約

0.3m西にこれの改造と考えられる石列 SV3710が存在している。 (PL. 3参照）

S V3711 発掘区北半東寄て‘‘検出された鍵形の石列。後期の遺構。山裾から西へ約4.5m 

延び、北へ折れ、約 3m延びる。隅部の南北方向部には笏谷石（凝灰岩）を用いている。

この石列て‘囲まれた所の東には円形の炉遺構SX3806が存在する。こうした点から、建物

第 4図石垣SV 3712立面図

の周囲を画する遺構と考えられる。

S V3712 発掘区北東隅の山裾て‘‘

検出した南北方向の石垣。未公有

化地てあるため許可を得て一部を

確認したにすぎない。高さ 1.8m 

程もある大きな石も用いる立派な

ものてある。東の山裾の削平部の

土留のために設けられた石垣と考

えられる。

S I 3713 • S B3718 発掘区南端て‘検出された門とその建物。前期の遺構て‘あり石列sv

3701同様後期まて‘‘存続したものと思われる。敷地の南端という位岡から考え、この屋敷の

正門に当るものと考えられる。未調査て‘‘はあるが朝倉館北濠が空濠となってこの南を通る

が、この濠に沿って門に至ったものと考えられる。 SV3701が南へ折れ、これと約0.6m 

隔れて平行する南北方向の石列が門建物SB3718の東柱列、 SV3701の西への延長線上に

ある 3個の石が北柱列と考えられる。東北隅の礎石は残存しないが、ここと西の礎石との

間は約0.9mてある。次の 3個の石は約0.6m間隔てある。 3個の石の内、東端のものは径

0.5mとしっかりしており柱を受けたと考えて良いが、残る 2石は径0.2mとやや小さく、ま

たその間隔もせまいことから、柱は立たず、土台等を受けるため中間に置かれたものては

なかろうか。とすれば、中央の戸日を 1間、両脇間を半間とする小規模の八脚門を想定す
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逍構

ることも可能てある。

S D 3716 発掘区中程に位四する溝。後世のものて他の迫構群とは艇る。

S D 3717 発掘区北端て検出された東西方向の渦。前期の追構。溝底に扁平な径 0.3m程

の石を敷並べる。幅は 0.3m程と推定されるが側石ははとんど抜き取られて いる。西端は

後世の削平て‘‘不明てある。東端には猥を据えた追椛SX3813が存在する。 このSX 3813は

上部を欠き不明な点もある が、同時期の可能性が高し、。 とすれば、甕に水を貯え、そして、

溝て使用後の水を排水したこととなる。いずれにしても溝底に石を敷き並べる例は比較的

少なく、庭園等に関係する例が大半てあって、何かこうした特殊な意味を検討する必要が

あろう 。 (PL. 4 ・ 5参照）

S B3719 発掘区南束隅部て検出された礎石建物。前期の追梢。東西方向に 5個の礎石を

検出した。礎石の径は0.4mて‘ヽ 、西から1.9m、0.9m、0.9m、0.9mの間脳て‘・並ぶ。 このこ

とから 1間6.2尺(1.88m) を基準柱間とするものと思われる。屋敷の南境界となる東西方

向石列 SV 3701との間は2.1m程てある。

S B3720 発掘区南半部東寄て‘｀検出された礎石建物。後期の迫構。礎石は径0.5-0.6mと

比較的大振な石を用いている。発掘調査．前から表土上に一部媒出していたものて大半は抜

き取られたものと 思われる。 6個の礎石を検出しており、そ の内4個は一直線上に並ぶ。

その間隔は南から2.8m、8.3m、1.0mてあって一定しない。この南北両端の礎石からそれ

ぞれ西へ1.9m、1.2mの位置に残る 2個の礎石が存在する。規模等不明な点が多いが南北

はここてみられる 12m程と推定される。なお、 この北端の3個の礎石の下層て大熊を埋め

込んだ迫構SX3750が検出された。図に示したように、この迫構を廃棄後に建物SB 3720 

を造っている。この整地は約0.5mあって大規模てあったことを示している。

礎石S83720

lM 

第 5図 SX 37 50セクション図 挿図 2 S X 3750断面

S B3721 発掘区南半部束寄て検出された礎石建物。前期の追構。前述した SB 3719の少

し上層に位置しており、若干の時期差は考えられるが一部が残るのみて詳細は不明。
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S 83722 発掘区中程南寄て‘‘検出

された根石群。前期の遺構と思わ

れるが不明な点もある。後期にお

いても存続したものと思われる。

：‘、-［、＇＼径0.6m程の範囲に礫を置き、 砂

6.2尺 6.2尺 6.2尺 6,2尺

{：`、--［，9: 
:＇9 ]`‘‘} 

利て‘固めている。上部の礎石は現

‘ヽ -，＇存しない。図に示したように 13個

:'` ] 9’; 

9'一、、，検出し、他にもその可能性の考え

：、クヘ、、 ，9 9「̀‘、
‘`  

， 
‘ヽーー‘, ＇ 

‘̀― 

6.2尺

られる場所が2ヶ所存在する。南

北に 5間分、東西て‘‘3間分を検出

しているが、南北の柱間の内、南

1間のみ約2.7m、他は約1.9mて‘‘

ある。 そして、周辺には径 1mを

根石建物 SB 3722推定図

り、 この礎石の一部と思われる。

越すような大きな石も存在してお

こうした念入て大きな礎石を用いる建物は一般の住居と

は考えにくく、何か特殊な建物と思われる。屋敷の南半の中心を占めること、寺跡てある

と思われること等を合せて考えると、「朝倉始末記」に記された 3代貞景が再興したとい

ニフ 「仏殿」に当るのてはなかろうか。 とすれば基本的には左右対称の平面と思われ、 3間X3

間の身舎の周囲に1間の庇もしくは裳階を廻し、正面を広く取る図のような五間堂を想定す

ることも可能てあろう。 なお、 この建物の南約1.9mに位罹する石列 SX3759はかなり抜け

てはいるがほぼ東西に並んているようて‘‘、建物の甚壇廻りに関係するものてはなかろうか。

S B3723 発掘区南半中程て検出された礎石建物。前期の遺構。礎石の径は 0.3m程て` 比

較的小さい。西北隅部を検出したが詳細は不明。

S B 3724 • 3725 発掘区南半東寄の庭園西て検出した礎石建物。 S B3724は前期の遺構。

礎石径は 0.3m程とやや小さい。 この上層に位罹するのがSB3725て‘‘庭園SG3700と同時

期の後期の遺構。礎石径は0.7m-0.9mと大きい。基準となる柱間寸法は6.2尺（1.89m) 

と考えられる。庭園に面することから、

みて詳細は不明。

これと一体となる建物と思われるが一部が残るの

S 83726 発掘区中央やや東寄て‘‘検出された礎石建物。前期の遺構。 1 m程の間隔て‘‘礎石

がみられるが一部が残るのみて詳細不明。

S B3727 発掘区北半東寄て｀検出された礎石建物。後期の遺構。前述した石列 SV3709に

平行して約0.6m西に位置する。 S V3709とのレベル差はほとんどない。残存する礎石は
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遺構

まばらて‘全体像は不明てあるが基準となる柱間は6.2尺のようてある。

S 83728 発掘区北半束寄て検出された礎石建物。後期の遺構。石列 SV3709の北半の西

に位潰する。礎石は 0.6m程て‘‘しっかりしている。東側に縁束もしくは上縁柱を受けたと

思われる笏谷石（凝灰岩）切石を配しており、この石の中央には柄穴を穿つ。自然石礎石

列と笏谷石束石列との間隔は0.95m程て‘‘あって、この建物の基準となる柱間寸法が6.2尺

と考えられることから、縁輻は半間(3.1尺＝0.94m) と思われる。この縁と石列 SV3709 

の間隔は0.5m程てある。この建物は前述した SB3727と南て繋っていたものと思われる。

S 83729 発掘区北半東寄て‘‘検出された礎石建物。後期の遺構。 SB3728と同様に径0.7

m程の大きな礎石を用いる。基準となる柱間寸法は 6.2尺てあって、南北 5間分を検出し

ている。東には石列 SV3709およびSV3710が存在する。その間はそれぞれ1.0m、0.6m

てある。前述した SB3728と一体てあった可能性もある。

S 83730 • 3731 • 3732 発掘区東北端て‘検出した礎石建物。前期の遺構と思われる。いず

れも一部の検出て詳細は不明。

S E3733 発掘区中央東寄て検出した石積井戸。前期の遺構。内径0.9m、深1.6mの規模

て比較的浅い。単一の山土て一気に埋められており、中途て廃されたことを示している。

S F 3734 発掘区中央山裾て検出した石積施設。後期の遺構。長径1.8m、短径1.2mの楕

円形を呈し、深さは0.5mてある。

S F3735 発掘区中央山裾て‘検出した石積施設。前期の遺構。東西2.6m、南北2.5mとほ

ば方形を里し、深さ1.2mて‘‘大規模なものてある。図に示したように高0.2m程の自然石を

5段程積み、最上段を欠く。底には拳大の石と砂利を敷く。全体に念人に仕上げられてお

り、山裾の湧水を溜めて利用した施設てはなかろうか。 (PL. 5参照）

口
表土

黒色土

嬰昆灰色山土
-『
ー一黄灰色土

にーニ心五＇質！

｀ 

肖灰色山上

北壁 。 lM 西壁

一第7図石積施設SF 3735立面図

S X3744 発掘区南半南寄て検出された炉状遺構。前期の遺構と考えられるが不明な点も

多い。周囲の石は火を受けており、内部は焼土・炭等て‘‘埋っていた。

S X3789 発掘区中央て‘検出された鋳造跡。前期の遺構と思われる。周冊の士は良く焼け
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第64・ 65次調査

ており、梵鐘の撞座鋳型等の鋳型片が出土しており、ここて‘‘鋳造を行ったものと思われる。

S X3806 発掘区北半山裾て検出された炉跡。後期の遺構。前述した石列 SV 3711に囲ま

れた区画に位罹し、内径0.9m程の円形を呈する。笏谷石を多用する。 (PL. 5参照）

S X3807 発掘区北半山裾て‘検出された炉跡。後期の遺構と思われる。東西 1.2m、南北

0.7m程の長方形を呈し、底に石を敷き並べる。前述の円形炉SX3806とは形状・造り共に

異るが約 4mの距離にあって近接している。

以上、主要遺構について概要を述べた。最後に全体を概観してまとめとする。まず、こ

れまて考えられて米たように、この屋敷を南賜寺跡と考えて良いものと思われる。これを

否定する材料はなく、梵鐘の鋳造跡・建物等は寺と考えれば理解しやすい。また、この屋

敷は、大規模な敷地造成を経て成立しており、この後が大きく 2時期に分けられた。しか

し、この 2つの時期においては機能の大きな変更はなかったものと思われる。むしろ、庭

園SG3700にみられるように規模の拡大や充実が主てあったようて＼礎石径が概して、前

期に比べ後期が大きくなるのもこれを裏付ける。屋敷内の構成をみてみると、中程の東西

方向の石列 SV3705を境にして南北に大きく区分されるようて‘ヽ、南半は、建物SB3722を

中心とし、これに庭園等が加わる。北半は、炉・石積施設•井戸に代表されるように H 常

生活に深く係る遺構が山際を中心に分布する。若干想像をまじえて推定するならば、下図

に示したように、南は仏殿を中心とする宗教空間てあり、朝倉館近くに位潰する一族の寺

といった関係から、庭園等の接客機能を加えた「晴」の場てあり、北はこれを支える日常

生活のための庫裡・居座敷等の常住空間、すなわち「褻」の場とすることが出来るのては

なかろうか。 （吉岡泰英）
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第 8図 南陽寺跡推定概念図
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遺物

遺物

南陽寺跡から出上した遺物は、遺構全体が後世に削平されていたために最的には少なく

総破片数は36,403点てある。これを発掘総面積て‘‘割った 1面あたりの出土遺物点数は11.4

/m2て、第36次調査や第46次調査と比較すると約半分てある。遺物の組成については土師

質皿が33,349点(91.6%）と出土遺物の大部分を占める。そのため越前焼が1,457点(4.0%)

を占める他は 1％以下てある。茶道具も含めて供膳形態の瀬戸・美濃製品と輸入陶磁器の

割合は1: 3.5と他の地区のそれと余り変わらない。土師質の割合が高かったのは64次調査

地区ては SX3744付近、 65次調査地区て‘‘は SV3708付近の灰褐色土層と SV3710付近から

集中して出土したためてある。

遺物の整理は、 36次調査、 50次調査て‘‘

行った方法をはぼ踏襲した。すなわち平

面的には溝や区画単位に扱い、層位的に

は建物を甚準とする遺構面毎に遺物群を

編成する。ただ今回は調査地区全体が一

つの寺院て‘‘あることや、削乎が著しく寺

院内を区画する溝など明確な遺構が存在

しなかったのて‘‘、整理の便宜上64次調査

地区と65次調査地区に分けた。グループ

①としたのは、 64次調査て‘‘は表土及びS

B3720を構成する遺構面て‘、 65次調杏て` ‘

は表土及びSB3727、3728を構成する遺

構面てある。グループ②としたのは64次

調査ては SB3723を構成する遺構面とそ

れを覆う赤褐色土層て‘、 65次調査て‘‘は S

V3708の下位にある灰色士層てある。グ

ループ③としたのは64次調査て‘‘は SB37 

20を構成する遺構面とそれを覆う黄色士

層て、 65次調査て‘‘は下層確認調査から出

土した遺物群てゞある。グループ④は64次

調査の下層確認調査て‘‘出土した遺物群て‘‘

ある。

,o. l 
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第64・ 65次調査

64次調査地区グループ①

越前焼表土からの出士遺物になるのて‘‘鼠的には少ない。大甕はW群 C (1•3) が主体とな

るがII群 a(2)も混じっている。使用によって摺Hが摩耗したIII群 b(4)の揺鉢の他W群が

出土している。なお(5)は土師質の鉢と考えられ、底部近くに縦方向のヘラによるナデ成形

の跡が認められる。

瀬戸・美濃焼 鉄釉て‘‘は天目茶碗の他、器壁が薄い水注の口緑(8)が出土している。 (6)は

日縁部が軽く外反する碗て‘ヽ、釉は内外面とも1本部中程まて‘‘施され腰部から下は露胎のよう

てある。釉色も少し緑がかる点が普通の鉄釉とは異なる。（7)は端反りの灰釉小皿てある。

中国製陶磁器 青磁碗は11点出土し、線刻蓮弁文が多い。 (9)は無文の内湾する碗て‘、外面

日縁部に 1条の沈線が巡る。 (10)は六角の白磁杯て‘硬く焼き締り、半透明の釉が施されて

いる。白磁は端反りの臼磁皿c群(11)が多い。染付は碗が15点、皿が11点出土している。

碗はC群D群各種見られるが、 (12)は餞頭心のE群碗て‘ある。皿は端反りのBl群が多く、

(14)は外面が密に展開する唐草文、見込みは褐磨文小皿て‘、 (13)は見込みが十字花文の小

皿てある。

64次調査地区グループ②

越前焼 甕は日緑部の良好な資料がない。揺鉢ては日緑部が丸く日端部から摺目まての距

離がある III群 a(16)、日緑部が外反気味て‘‘日端部に沈線の痕跡が残り II群の形態をわずか

に残す (15)が注意をひく。 (18)は日緑部下の沈線が消滅した V群てある。

4
 

2
 nu 

eocm 

第 9図 64ーグループ①
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遺物

土師質土器 S X3744付近て多数の完形の土師質皿が出土した。 (42~44)はその一部て‘‘D

類の数が多い。器壁が薄くてよく精製された胎土のD2類(42)が目立つ。この場合見込みが

内外面とも黒く変色しているのが特徴てある。 (45)は小形のC類に属する。 (41)はD2類

て｀内外面に墨書の跡があるが、判読て‘‘きない。 (40)は器台て胎士が赤い。このような土師

質の器台は一乗谷の発掘調査て‘‘時々出土する。

鬼瓦と推定される瓦質製品が出土した。目、鼻、頬、日が認められ、向かって右の顔面の一

部と思われる。裏面には布目がくつきりと残る。胎士は荒く黒と茶色の細かい砂粒が多く

混じり、これまて‘‘に出土している瓦質の火鉢や花瓶の胎土とは明かに晃なる。

瀬戸・美濃焼 天目茶碗は15点出土している。 (24• 25)は同一個体て｀底部を欠く。体部は

割合直線的て‘‘口緑下のくびれは

少ない。腰から下は露胎て‘胎士

は細かくよく焼き締まっている。

釉は安定が悪くむらむらと流れ

る。破損した断面には漆て‘‘接合

した跡が残る。 (26)は小形の天

目茶碗て‘普通の天目茶碗が日径

12cm前後なのに対して、これは

8 cmて‘‘ある。 (27~29)は鉄釉瓶

子の体部から底部にかけての同

一個体の破片てある。文様は菊

花文と梅花文の組合せてある。

(30• 31)は鉄釉播鉢て＼玉緑状の

日緑を持つ。越前焼の揺鉢があ

るため鉄釉の播鉢は一乗谷て‘‘は

極少ない。 (35)は鉄釉の鉢て‘‘、

底部は削り出し高台になってい

る。 (2l~23)は灰釉三足鉢てゞ 、

ロ緑内側に受部がつくもの (21)

とないもの(22)がある。釉は体

部の中程まてて‘‘露胎部は丁寧に

ナデ調整されている。 (32-34)

は無文の灰釉碗て、口縁部は内湾 第10図 64ーグループ②
‘
 

eocm 
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第64・ 65次調査

気味てある。付高台て‘‘高台内には輪トチンの跡が残る。 (38)は卸皿て‘‘底部は回転糸切りて‘‘

ある。

中国製陶磁器 青磁碗は線刻の蓮弁文(47-49)が多い。 中に片切りの蓮弁文の碗も混じる。

(51)は他の碗に比較して低く、 口縁部外面に雷文が崩れたと思われる文様が巡る。 (52)は

~il7 
ロ ロ
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人`□三/92
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遺物

青磁碗の底部て見込みには吉祥字の印刻がある。全面に施釉し高台裏だけ拭き取っている。

(55) は釉が厚く花瓶と号えられる。 (56)は内湾する B群の白磁1IIlて‘ヽ 、釉色は柔らかい

乳白色て‘` ある。 (58・59)は柘l一個体の六角の白磁杯てB群の白磁皿に伴うものてある。 (57)

は同じく白磁杯て‘やや青味がかった釉が施され、腰部から下は露胎てある。胎土は細かく

硬く焼き締まっている。 (62)は端反りのC群白磁皿て、漆て接合した跡がある。図示てき

なかったが量的には C群が多い。染付は贔的に少なく、 (64)は外面が唐草文、見込みは十

字花文の恥群端反り小皿て｀ある。 (65)は中国製の天目茶碗て‘‘、灰色の胎土に茶色の釉が

かかり日縁部には覆輪の跡がある。 (66)は朝鮮製のタタキ成形の壺てある。

64次調査地区グループ⑧

グループ③として分離て‘‘きたのは発掘区東南部の隅に限られたのて‘鼠的には少ない。

越前焼甕(68)は埋甕SX3750の日緑部て↑I群 bに属する。肩部には凹字「本」格子の組合わ

さったスタンプが巡る。 (69)は灰釉三足鉢て‘日縁内側に受部がつくタイプてある。 (70)は

青磁稜花皿て‘ヽ、日縁内側には箆描きによる文様がつく。見込みの中央と高台裏が露胎て‘‘重

ね焼きのためのトチンが付着している。他に青磁鉢(71)が出土している。白磁は日緑が外

反する C群皿(72)の他、 B群皿(73)も見られる。染付ては、見込みが十字花文て｀外面が唐

草文の小皿(75)B 1群があり、これは一乗谷ては最も多く出土する。 (76)は朝鮮製の白磁

碗と考えられ、胎上の黒点が釉を通して見える。

64次調査地区グループ④

深掘トレンチからの出土遺物て‘‘、このトレンチては下層の遺構面は認められなかった。

越前焼て‘‘は日縁部がやや角張っているところから III群 aとIII群 bの中間に位置する鉢(77)

がある。内面にヘラ記号があり、中程から下は摩滅しており揺鉢として使用されたことを

示す。国産陶器としては瓦質火鉢(78)、腰部から下が露胎の天目茶碗(79)がある。中国製

陶磁器としては、無文の青磁碗(83)、内側に箆描きによる文様のある稜花皿(80• 81)があ

る。 (82)は内湾する B群白磁皿て‘ヽ、釉はやや青味がかり、外面の腰部から下は露胎て‘、ある。

65次調査グループ①

越前焼 甕と揺鉢がほとんどて壺は少ない。大甕 1個体と中甕 1個体がほぼ完形て‘‘出土し

た。 (84)は口緑部が肥原した:N群 cて‘ヽ、高さ90cm、口径85cmを計り大甕の中て‘も最大級て‘‘

ある。肩には凹字の「本」と格子目のスタンプが巡る。 (85)も日緑部が肥厚した:N群 cと

同時期のものてある。大甕のほとんどはW群 C(91-93)てあるがN群 a(87)、N群 b(88・

89•94) も少し存在する。日縁部て‘‘はないが (96) はスタンプが凸字の「本」てあることや胎

土、製作手法から II群もしくはIII群と推定される。壺(99-101) は少なく図示てきたのは

3点だけて‘‘、 (101) は箆記号が残る。揺鉢も各時期のものがみられるが、鼠的には三角形

17 



第64・ 65次調査

の日緑部のすぐ‘下に沈線が巡る W群(105-108)が多い。 (104) はV群の揺鉢て日緑の下の

沈線は退化して失われている。 V群の揺鉢は極少数ながら40次調査ても見られ、一乗谷が

滅ぶ直前から生産が始まったようてある。

土師質皿 S V3710付近から大量の上師質JII1が細かく割れた状態て出土した。図示した(125

~158)はそれを接合した物と状態の良かったものてある。手ずくねのB類(125-130)の割

合が高いのがこの地区出土上師質皿の特徴てある。

瀬戸・美濃焼破片数が46点と少ない。鉄釉皿は出土せず、天目茶碗(116) は日径が8cm 

と小形の天目茶碗てある。天目茶碗(114) は全体に丸みをおび日縁下のくびれもすくない

のに対して (119) は直線的て‘、日緑下のくびれがはっきりしている。 (118) は2次的に円い

加熱された跡がある。 (121) は鉄釉壺、 (122) は鉄釉播鉢てある。 (123) は灰釉碗て‘外面

にはスタンプによる蓮弁文が施されてい

る。 (124)は端反りの灰釉JII1てある。

中国製陶磁器 南閣寺が格式の高い寺院

てあることを反映してか青磁には鉢(159

~162)、壺、器台(163)など大形の製品

が目につくが細片が多く図示てきるもの

は少ない。碗て‘は線刻蓮弁文(165-168)

が多い。 (170) は高台が低く見込みに花

弁内に「上」字があるスタンプがある。

(171) は口縁がわずかに外反する越洲l窯

系の青磁碗て‘‘、胎上が非常に細かく堅緻
84 

nu 
40cm 

てある。 (172• 173)は青磁香炉て‘、 (174)

は青磁の紅1IIlて‘‘ある。内面には紅が僅か

に付着している。白磁碗(175) はこれ 1

点だけてある。 (176• 177 • 178) は内湾

する B群の白磁1IIlて‘、やや青味がかった

釉が施され見込みと1本部との境に僅かな

段がある。 (182• 183)はおなじく B群の

皿てあるが腰部から高台にかけてが露胎

になるタイプて‘‘(184) には高台に扶りが

ある。

第12図 65ーグループ①
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第64• 65次調査
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遺物

(180 • 181)は碁笥底の白磁皿てある。 (187• 188)は端反りの皿てあるが、いわゆる C群の

口緑部とは少し巽なり体部も削り方が少し直線的てある。 (190) はC群の皿の中ては大き

い方に属する。 (191) は形態は C群皿てあるが、胎土が灰色のため釉の表面も灰色を呈す

る。そのはか菊花皿(192)や見込みが広く口縁部が輪花になる皿(191)等がある。染付碗
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第64・ 65次調雀

ては日縁部が端反りになる B群の碗が 2点出土した。 (193) は人物文が描かれ、 (194) は

無文て日端部の釉が削り取られている。腰部に芭蕉文が巡る C群碗(196• 197)、アラベス

ク文が巡る D群碗(195)、唐草が崩れた文様の (198)等一乗谷ては古いタイプと、餞頭心

て1本部には暗花文、見込みに草花文がある E群 (203• 204)、日縁部体部の芭蕉文が逆青

花て日緑外面に唐草文が巡る (202)、端反りて‘口縁内面に四方欅のある (199-201)等の新

しいタイプがある。なお(196)の内面には二次的な火ぶくれの跡と、紅て‘‘はないかと思われ

る付着物がある。端反りて見込みの文様が玉取り獅子(208-212)、見込みの文様が十字花

_.
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遺物

文の皿(206• 207)がある。 高台がしっかりしており見込みと1本部外面の唐草文に崩れがみ

られないことから B群碗に伴う唐草文皿(206・ 207)、碁笥底て‘‘見込みの文様が吉祥字を図

案化した (215）、小形の碁笥底の皿(214)のはか、芙蓉手の皿(216)も見られる。

65次調査地区グループ②

越前焼には見るべきものがない。 (217)は日緑部が丸く沈線が低い位罹にある III群 aて‘、

摺Hの間隔も広く摺目の下半分はすっかり摩滅している。 (218) は須恵質の杯て‘‘胎土は細

かく底部には回転糸切りの跡を残す。胎士は非常に細かく硬く焼き締まっている。士師質

皿は SX3708付近の灰褐色士層から大鼠に出土した。この灰褐色士層は20-30cmのくぼみ

にはなっていたがその輪郭は明確てはないが、完形のものが多数あり一括て‘‘廃棄されたも

のと推定された。天目茶碗(235)は全体に丸みを帯び腰部から下は露胎になっている。

(237)は灰釉卸皿の日縁部てある。中国製陶磁器ては線刻の蓮弁文て‘‘見込みには片切りの
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第64・ 65次調査

花弁文の碗(236)がある。白磁て‘‘は高台からそのまま外反する皿(238)、碁笥底皿(239)、端

反りの C群皿、乳白色の内湾する B群皿もある。染付1Illて‘‘は鰻頭心の碗(241)がある。

S F3735出土遺物

土師質1II1て‘‘はC類(245• 247)、D類(242• 243)が出土した。 (242)はD類ても白く細かい

胎土を用い、器壁も薄い丁寧な作りのタイプてある。 (247)はC類に属するが日縁部の高さ

が一定しない。 (248)は玉取り獅子文の染付皿て、外面の唐草文の線が細い。 高台裏には赤

い漆が全面に塗られていた。 (249)は下駄状木製品と呼んてきたものてあるが、用途につい

ては不明てある。両面に薄い板が張ってある場合があるが今回はそれが取れていた。
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65次調査地区グループ⑧

トレンチに

杏によるものて‘、

地山だったのて出上遺物は極少星

てある。越前焼揺鉢(250)は日端部

，̂Xi『
の凹線が僅かに残り、
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第65次調査地区 SF 3735出土遺物

る。

よる下層遺構確認調

そのほとんどが

日端部から

(251) は灰釉三足鉢て‘口縁部

の内側に受部があるタイプ て‘‘ある。

(252) は端反りの青磁碗て‘焼成が

十分てなく完全に磁器化していな

し、

゜
梵鐘鋳型

ていない。

S X3789は梵鐘鋳造遺

構て‘‘あるが、鋳造後すっかり破壊

されて遺構としての原形はとどめ

そのため出土した鋳型

も細片が多く復元することは困難

てある。 (253 • 254)は撞座の鋳型

l□cm 

てある。文様は外区が単弁の蓮弁

文が8弁、内区は 8弁花の中に 8

+ 1の珠子がある。 (255-257)は

龍頭の鋳型、 (258)は鋳型の継目

の部分と考えられる。

第19図 （岩田 隆）
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南陽寺の歴史について

南闊寺の歴史について

南賜寺に関する文献資料を簡単に整理する。

まず南隔寺の創建については『壬生本朝倉系図』の大心（朝倉為景）の項に「大心母儀

天心清祐大姉、是即チ大功ノ女中也、建立南隔寺」と明記されており、朝倉氏景（大功）

の妻の天心清祐が建立したものとされ、これは創建を意味するものと判断される。彼女の

生没年は知られないが、延文 5年 (1360) に孝景を生んているのて‘ヽ、大体14世紀後半頃活

躍した人物と思われ、 したがって南隔寺の創建もこのころのことと推定される。

同時代史料における初見は、 『看聞御記』永享 3年 (1431)10月7B条てあろう。多少

長いが引用すると「嗚瀧殿御領御代官比丘尼号南闊寺参、越前安原庄御代官事申、自元代

官之間、重被仰付、御礼折紙点心分献之、鳴瀧殿御対面、庭田三位申次、引物銚子提・引

合十帖賜之、久綱参、目安捧之、歎申不及是非、返事物忘之申仰之」と記されている。

『看聞御記』は伏見宮貞成親王の H記て‘‘ある。この「鳴瀧殿」とは貞成親王のメイにあた

り、その父治仁王を亡くしてから前坊直仁親王の子＋地院殿（鴫瀧殿）に入室し、応永31

年 (1424) 5月その師の逝去により嗚瀧殿の所領を相続し、かく称していたのてある。前

後の記事によれば、これよりさき嗚瀧殿に祗候していた家礼の「安芸守久綱」という人物

が鳴瀧殿の所領を私物化しようとしたため、彼女は貞成親王と相談して久綱の代官職を改

替したのてある。そこて南腸寺と号した比丘尼は鳴瀧殿の所領のひとつてある越前国安原

庄のもとの代官てあったのて、この日参上して再び代官職に補任され、礼物を取り交わし

ているのてある。一方同じ Bに久綱の方も参上して目安（訴状）を出しているが、色よい

返事は得られなかったようてある。

この安原庄は脇から毘沙門に至る一帯にあった荘園てゞ、一乗谷の西隣、東郷庄の北隣の

地にあたる。そこて注意されるのは朝倉氏景（大功）の子の正景・景康兄弟がそれぞれ東

郷・中島を名字の地としていることてある。前出の南閣寺と号した比丘尼もこの兄弟と同

じ憔代に属するものと思われ、恐らくは氏景の娘もしくは孫娘が入寺してこのように称し

ていたのてはないかと想像される。早く朝倉品景（徳岩）は貞治 5年 (1366) に宇坂庄・

東郷庄の地頭職を得ており （壬生本朝倉系図他）、氏景は一乗に熊野社を建立したと伝え

られており、さらにその弟の茂景は阿波賀を名字の地としている。以上氏景、為景父子の

椛代において越前朝倉氏は宇坂庄から東郷・中島に至る足羽郡の東南部一帯を所領として

いたことがわかる。そうしてみると安原庄の代官職を持っていたという南楊寺と呼ばれた

人物は越前朝倉氏の一族の尼僧て‘‘あることの菟然性がきわめて高いものと判断される。

その後文明11年 (1479)一条兼良が一乗谷に下向した時、 「朝倉妹之寺」に宿泊してそ
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第64・ 65次調壺

こに孝景（英林）・氏景（子春）父子が見参しているが（『大乗院寺社雑事記』同年 9月11

日条）、一乗谷に朝倉氏の子女の入る寺があったことが確認され、恐らくこれが南陽寺にあ

たるものてはないかと思われる。

貞景（天沢）の代 (1486-1512) になると、その娘の良玉が南隔寺に入っており、彼女

は永正 6年 (1509) 6月に月舟寿桂について得度している（実降公記）。貞景は特にこの子

を愛し、南隔寺の仏殿・方丈を再興したという （朝倉始末記・幻雲文集）。彼女は後に南陪

寺長老と呼ばれている（壬生本朝倉系図）。

義景の代になると、永禄11年 (1508) 3月、一乗谷に下向していた足利義昭はその臣や

義景とともに南賜寺の庭前に糸桜を看、これを題として和歌を詠んだことが知られている

（朝倉始末記）。南隔寺の滅亡については詳しく知れないが、天正元年 (1573) 8月に一乗

谷が織田信長の兵により放火された際一緒に破壊されたものと想像される。

南賜寺の性格については、創建者が朝倉氏の当主の妻て‘あることや代々その子女のうち

のひとりが入寺したらしいことから、朝倉氏の当主一族と密着した尼寺として一乗谷の中

て‘‘も特晃な存在て‘あったことがわかる。また宗旨、本末関係については詳らかて‘‘ないが、

前掲の安原庄代官職の南閣寺と号した比丘尼が建仁寺と関係があったらしいこと（『看聞

御記』永享 4年 3月28日条）、良玉が月舟寿桂について得度していることなどからみて、

越前朝倉氏と関係の深い建仁寺と結びつきを持っていたものと考えられる。

南賜寺の建物については、前述したように貞景（天沢）の代にかなり整備が進んだよう

てあり、 『幻雲文集』に「金碧目を奪う。北州の寺、其の比を見るは字なり oJ といわれる

ようにかなり豪華なものてあった。また義景の代にはその庭前の糸桜が話題になっている

ように庭園の整備も進んだものと思われる。寺地については『朝倉始末記』に「朝倉屋形

ノ艮二美景無双ノ名境南隔寺卜号ス）レアリ」といわれて朝倉館との位固関係が記されてお

り、かつ「難陽寺」の小字名も残されていることから、今回の調査地に相当することは明

白てある。ただ南隔寺の創建地については詳らかてなく、その後の移転の有無についても

不詳てある。

このように南楊寺は二百年近くの長い歴史を持ち、朝倉氏の当主一族と密着した尼寺と

して栄え、一乗谷て‘、も最も華やかな場所のひとつだったといえよう。ただ朝倉氏と運命を

共にしたと思われ、天正元年の滅亡後は再び建てられることはなかったと思われる。

（佐藤圭）
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遺瑞

III 第66次調査（小林利栄宅移転新築に伴う事前調壺）

第66次調査は、福井市城戸ノ内町字庄角14-16における、小林利栄氏宅移転新築に伴う

現状変更の事前調査てある。調杏面積は180m'、調査期間は平成元年 6月12日より同 7月15

Hまて‘‘てある。

当現状変更許可申請地は、民家集中地域の南西端にある農地て‘‘、昭和50年まて‘‘は福岡義

信氏の宅地て‘あった。朝倉氏遺跡の中心てある朝倉館から北へ約200mの所に位置し、近

接した第27• 37次調査において土塁・礎石建物•井戸・石組溝・石積施設などの遺構が検

出され屋敷地の存在が確認されていること、更に昭和62年に当地の約50m南を通る道路を

敷設する際の発掘調査（第59次調査）において、土塁を伴う屋敷地が検出されたことなど

から、館周辺地域の構造を知る手がかりとなる遺構・遺物の検出が期待された。

遺構(PL.15) 

調査の結果、礎石建物 2、竃 1、索掘りピット 2、石列 1、井戸 2、石垣 1、便所2、

木桶 1などを検出した。これらの遺構は概ね 3期に分かれるのて‘‘、 とりあえずここては下

層から順に 1期、 II期、 III期として記述する。ただしIII期については、福岡義信氏の宅地

に関連した新しい時期のものも含まれるのて、ここては記述しない。

1期の遺構礎石建物 SB 3820調査区北西区画の下層て‘‘検出した礎石群て‘‘ある。北辺

に並ぶ 4石は、表面にケガキ線が刻まれており、柱間寸法 6尺 2寸て‘、 3間分を検出した。

建物内と思える部分に、礫を多鼠に含み炭・焼土の混じった山士による整地が施されてい

た。礎石群は、東西方向の一致するもの 2列（これらは、南北方向ては一致しない）と、

その他不規則な配置のものに分かれるが、ここては同一時期の礎石という意味て‘‘一括して

考えておく。

II期の遺構礎石建物 SB 3823四周に偏平な川原石を密に並べる礎石建物て‘‘ある。建

物の東辺は調査区外てあるため判然としないが、南北て‘‘約5.64mを測り、柱間寸法6尺 2

寸（越前間）を用いた場合、 3間てある。東西は、約4.7mを測り、同じく越前間を用い

た場合2.5間となる。建物内には、除湿のためてあろうか、厚く焼上が敷かれていた。建

物内の礎石が、周囲の石より約5-13cmと低く、柱間もかなり不規則てあるのて‘‘、一乗谷

て‘‘よく用いられる「転ばし根太」の低床を支える石と考えられる。

礎石建物S83824 SB3823に南接して検出された礎石列てある。建物方向は SB3823 

に一致し、柱間寸法は約188cm (6尺 2寸＝ 1間）を測る。

S K3829 S B3823に南接する索掘りのピットてある。径約85cm、深さ約30cmを測る。

越前焼の甕、壺等が多数出土した。
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第66次調査

S K3830 径約110-130cm、深さ約30cmを測る索掘りのピットてある。中には焼土が詰

まっており、越前焼の甕などとともに、笏谷石製の平瓦が出土している。

鼈SX3831 S B3823から西に約 6m離れたところて｀検出した石組の寵てある。西に焚

き口があり、石組は 2段てある。内面基底部の長さ約 142cm、輻約55cmを測る。石の内側

は、火を受けて黒ずんており、底には灰が堆積していた。灰の掻き出し部分は調査区外て‘

あり、詳らかてはない。軸方向は下層建物SB3820とほば一致するが、層位はII期てある。

S X3833 S B3823の西に並ぶ 2つのピットて‘‘、それぞれ径約45cm、深さ約13-2L5cm

を測る。礎石の抜き跡と思われる。方向は I期の建物SB3820にほぼ一致するが、層位は

II期て‘ある。
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遺構・遺物

S X 3834 S K3830の北に位置するガラ石溜りてある。多量のガラ石が集中するが、そ

の間から灰釉皿、同小壺が出土した。

S X 3835 S K3830に西接して南に延びる石列てある。 SB3823と方向が一致する。ま

た、この石列は、北端て‘‘折れて東へ延びる可能性もある。

S X 3836 S X3834の西側て検出した東西方向の石列てある。約 2m分を検出した。明

確て‘‘はないが、内側に面をもつようて、溝かも知れない。

遺物(PL.16・17) 

出土した遺物は、総点数10,450を数える。調査地は近年まて宅地てあったため近世以降

の遺物も含まれるが、これを除いても lm遺iりの点数は54点余りて、既調査地と比較した

場合最も高い数値を示す。これは調査面積が狭いことに加えて、 I期整地層に多最の土

師質皿が含まれていたことや、 SK3829などまとまった遺物を包蔵する遺構が検出された

ためと考えられる。各遺物の数鼠における比率は、過去の調査結果とほぼ同じてあった。

越前焼 甕はII期の遺構や整地層から出土した物が多く、大半は口緑の肥原したW群の

甕てあった。 （1) は日径約26cmを測る中甕て‘‘、肩にヘラ記号をもつ。 (2) は双耳壺て‘‘

ある。ヘラ等のエ具を押し当てて片口をつくる。 (3) は、胴径約20cmを測る小ぶりの壺

てある。肩にヘラ記号をもつ。 SK3829から出土した。 (4) は口緑が内湾する小型の鉢

てある。底部にヘラ記号をもつ。以上4点は、 II期の遺構及び整地層から出士した。

土師質土器 過去の調査結果と同様、出土遺物中最も多く、 78％余りを占める。中て‘‘は

皿が8,203点と多いが、このうち約 3分の 2は北西グリッドの I期の整地層から出土した。

(6 ~ 9) など D類やC類が多い。 (5) は径約 7cmの小皿て‘‘ある。はば乎坦な底部から

短い胴が立ち上がるタイプて‘、一乗谷における出士例は少ない。

瀬戸・美濃焼 鉄釉ては碗が多く、灰釉て‘は皿が多いという傾向は過去の調杏結果と変

わらない。 (10) は祖母懐の壺てある。胎土は緻密て‘ヽ、焼成も良好て‘‘ある。釉薬は刷毛て‘‘

塗り付けられる。 II期の整地層より出土した。 (11) は径約2.6cmの鉄釉蓋てある。水滴

あるいは茶人の蓋てあろう。 (12) は腰部を丸くつくる無文の灰釉の碗て‘‘ある。 I期の遺

構面より出土した。 (13) は腰部が丸く日縁が外反する灰釉の皿て‘‘ある。 SX3834から出

上した。 (14) は灰釉の小皿てある。底部は浅く削り、碁笥底風につくる。 (15) は灰釉

の壺形陶器てある。第31• 40 • 44次調杏にも類例があり、杯あるいは蓋とされている。 S

X3834から出上した。 (16) は卸皿てある。胴にはロクロ Hが残り、内側に段のつく日緑

にのみ釉が施される。 II期の整地層から出土した。

中国製陶磁器 青磁・白磁・染付とも皿が多く、碗が少ない。 (17) は腰部が丸く、底

部を厚くつくる青磁碗て｀ある。胴には蓮弁が線描きされる。 I期の遺構面から出士した。
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第66次調査
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遺物

(18) は見込が広く、日緑が内湾する青磁皿て‘‘ある。 II期の遺構面から出土した。 (19) 

は青磁の皿てある。碁笥底風の底部は高台脇をわずかに削る。口縁は外反する。外面は無

文てあるが、内面には界線を巡らせ四方欅文・花文を印刻し、見込には四方欅様の文様が

スタンプされる。同型の皿は 3個体以上あり、 II期の整地層から出士した。 (20) は日緑

が折れ緑の青磁盤て‘‘ある。 II期の整地層から出土した。 (21) は広く開く胴をもち、見込

が高台内に凹む「蓮子碗」てある。 I期の遺構面から出土した。 (22) は日縁の外反する

皿てある。外面に牡丹唐草文、見込には十字花文を描く。 I期の遺構面から出土した。 (23)

は日緑の内湾する皿てある。胴部には内外面とも界線を巡らせ、牡丹唐草文を描く。 II期

の整地層から出土した。

金属製品 (24) は片刃造りの刀てある。輻約 1.8cm程度て‘‘あり、短刀と思える。この

他釘や銅製金具 (25)

などが出土した。

石製品バンドコや

。ロ c=::J.2喜25
盤など笏谷石製品が多 ／ 

い。 (26) は、平面楕

円形て、やや小形のバ

ンドコの蓋てある。約

0.6-0.7cm輻の五つの

窓をもつ。 (27) は笏

谷石製の石瓦て‘‘ある。

上面•前面は比較的T

寧に仕上げるが、裏面

は粗くノミ痕が残る。

1点のみ、 しかも破片

て出土しているのて‘‘、

家屋に用いた瓦か、あ

るいは石籠などに用い

たものか判然としない。

S K3830から出土した。

（月輪泰）

゜
第22図 第66次調査出土遺物実測図(2)

24刀， 25銅製金具， 26ハントコ（蓋）

第23図 第66次調査出土遺物実測図(3) 27 1 i.1し
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第67次調杏

N 第67次調杏

第67次調査は朝倉館外濠跡の、 トレンチによる遺構確認調査て‘‘平成元年 9月8日から10

月7日まて‘‘約 lヶ月間、第64• 65次の南隅寺跡発掘調査と並行して行った。調査した面積

は4ヶ所のトレンチ部分合計て‘約300m'てあった。

調査は朝倉館前における一連の整備計画に基づいて行ったものて‘ヽ、唐門前の電柱撤去、

売店及び休憩所のプレハプ撤去と新休憩施設及びトイレの一乗谷川河畔への移転・新設I

事、更に仮駐車場の移転に伴う、字河合殿地区における仮駐車場の設置工事等々が今年度

まての整備事業として行われてきている。今年度は整備事業ても述べるように、上城戸整

備工と並行して、朝倉館外濠跡の復元整備を行ったものてある。

調査方法は水田跡として残っている外濠に、輻約10m前後のトレンチを濠方向に直交し

て設定し、濠の輻確認を行った。更に、外濠の中に何らかの遺構が遺存していないかどう

かの確認を行い、遺構が検出された場合は、ある程度性格がつかめる範囲て‘‘拡張を行い、

遺構検出の追及を試みた。設定したトレンチは北門前、北西隅、南西隅、南門前の~t 4ヶ

所てある。

発掘調査の結果は北門前の第 1調査区て‘ヽ、北門に伴う土塁石垣を約 6mの長さに亙って

検出した。更に第 2調査区とした北西隅ては、外濠の外側に沿って敷かれていた旧道及び

その下位より外濠の「掘りかた」を確認した。第 3調査区の南西隅て‘は戦前の一時期字「新

御殿」の場所に設置されていたという、隔離病棟の廃棄物とみられる遺物の集積部分及び、

外濠の南西隅における「掘りかた」を確認した。更に第 4調査区とした南門前のトレンチ

ては北門と同じような土塁石垣を約 3m分検出し、この石垣の反対側（新御殿側）の外濠

斜面においては、南門に架けられた橋の橋脚とみられる柱痕を 2本分検出した。

なお、このトレンチ調査において出土した遺物はコンテナ箱数にして約 3箱分てあった。

調査の日的が、輻の確認と遺構の有無を確認するに止どめることとした事由により、朝倉氏

時代の遺物包含層まては掘り進めなかった。従って、当初予想したとおり、出土遺物が直

接朝倉氏時代のものてはなく、以後に混入又は外濠周辺の攪乱及び削平によって流れ込み

再堆積した遺物のみてあったため、ここて‘‘報告することは避け、検出遺構の詳細とトレン

チ・セクションの観察結果を述べるに止どめるものてある。

各調査区の概要

第1調査区のすぐ東側ては朝倉館内の調査時に行ったトレンチがあり、暗渠SX61を検

出している。又、北門自体も発掘調杏され、整備がなされている。門の北側は外濠との比

高差があるため、石垣が積み直されている。 トレンチの北側は史跡指定を受けるまて‘‘民家
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遺構

があった場所て‘ヽ、南向きに玄関が躍かれていた。そのためか、外濠はこの部分て‘‘かなり埋

め戻されており、地籍図等ても全体の濠輻より狭くなっている。西側には現在も鋼矢板て‘

仕切られた第 9次調査区の発掘箇所があり、暗渠SX86が検出されている。外濠輻約8.5

mを計るとの報告がなされており、 「掘りかた」の斜面が緩い勾配をもつ箱掘り形式の濠

てあることが判明している（注 1)。

セクションは東壁のセクションを用いた（第24図 l)。この観察て‘は上から順に表士、褐

色上層、ガベ士、酸化鉄による褐色味を帯びた層、礫含む青灰色粘質土層がほぼ互層て確

認される。その更に下位て‘は拳大の河原石が多くなり、暗色を帯びた腐植土層がある。こ

の層は木片や屑がみられる。サクラの樹幹と根が腐植した状態て‘‘埋められていた。恐らく

朝倉氏滅亡後から心月寺のおかれた江戸時代の間に生育していたものと思われる。この下

位てはカワラケを含む青灰色粘質士層があり、 トレンチ北側約0.9mのところから緩やか

に落ち込んて‘‘いる。 トレンチの北端下ては地山とみられる黄色山土がみられる。土塁側は

石垣が 2~ 3石分遺存し、これは当初の目的のためにこれ以上深掘りを行わなかったが、

まだ下位に何石分か積まれているものと判断される（第24図 2)。上位ては土塁裾が畑地と

して削平されているため、この段階て‘‘i豪側に落とされているものとみられる。実際、発掘

段階て‘‘この石垣検出中に、人頭大の河原石や40-50cmの割り石が濠中に堆積していた。

表士下位約0.6mのレヴェルて‘‘水平に酸化鉄の層があり、このすぐ‘上位にある暗灰色粘

質土及び黄灰色土層が「史跡指定」以前の耕作土にあたるものとみられる。サクラの樹木

や木片が集中する層は「心月寺」時代における堆積上とみられる。その下位にある腐植土

及び青灰色粘質土が朝倉氏減亡時点まての堆積士と考えられる。この堆積上の大まかな序

列は他の 3地区においても確認された。

第2調査区は外濠の北西コーナ一部分にあたるため、 「鍵の字」にトレンチを設定した。

セクションは東壁と南壁の 2ヶ所を用いた（第24図3a, b)。まず東壁（第24図3a)ては

外濠に沿った旧道（注 2) とその砂利面の層が確認される。旧道に沿う溝もあり、溝石は

シャクダニ石が用いられている。濠内とみられる、 トレンチ北端から約2.6m以南の土層

堆積の序列は概ね礫混じり褐色土層、青色粘士層て‘、あり、南墜セクションてはこの 2層の

下位に更に砂利混じり砂質士層、礫含む青色砂質土層、砂礫層がある（第24図 3b)。東壁

のセクションての旧道下位の砂利層は互層をなしており、間に数枚の酸化鉄による褐色層

を確認てきる。しかし、この区別は極めて因難てある。表士下約1.4mて‘‘柱痕を検出した。

上部は切損しており、真上にシャクダニ石による切石が重なるように出士した。セクショ

ンにはこの柱痕の掘り方はない。 トレンチ掘り下げ段階にもプランは見られなかった。こ

のことから判断して、柱痕の上端は既に砂利層の段階に飛ばされているものと考えられる。
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第67次調査

南壁セクションのほば中央て‘‘上水道のパイプを検出した。表士下位より約 1.2mのレヴェ

ルて‘‘、輻約 1.2mの掘り方（攪乱土）が見られ、外濠の掘り方の推定部分とほぼ重なってい

た。従って、セクション・プランからは濠輻の「肩」を確認することはてきなかった。

第3調査区は外濠の南西コーナーにあたる。東西及び南北方向に L字形に設定した、外

側の掘り方を確認するためのトレンチと、南北方向に土塁コーナーの裾を検出するために

設定したトレンチの計3ケ所がある（第24図4a、第25図4b、 4 C)。ひとつめの東西方

向のトレンチ（第24図4a)ては西から約 1mのところて‘‘表士・耕作土以下の青灰色砂質上

層が東に向かって落ち込むことを確認し得た。青灰色粘質土の下位の砂礫層は地山と見ら

れ、 トレンチ西端より 2mのところから急傾斜して落ち込んて‘いることを確認している。

第3層の青灰色砂質土層中には河原石、礫に混じって組み合わせ五輪塔の「笠」部分が出

土した。外濠周辺て‘｀の削平・攪乱が推測される。南北方向のトレンチ（第25図4C)ては表

土下約 1mて地山の青色砂利層を確認し、 i豪側にむかって落ち込んて‘‘いることが判明した。

「新御殿」側の斜面裾表士下て旧耕田の排水路に使用された木樋を検出した。又、表土下

約0.5mては砂利層中に瓦片が混じることを確認した。この瓦片は近憔以降の波瓦て‘あり、

この層まては少なくとも攪乱がおこなわれたか、または 2次堆積てあることが考えられる。

なお、東西トレンチのすぐ北側て‘`、外濠の掘削工事中にもうひとつの濠が実は西側に向

かって延びていることが判明した。南西コーナーからほぼ直角に延びており、その輻は約

5mと見られるが、今回は外濠復元のためのトレンチということて‘‘、新たな拡張区を設定

して遺構確認の調査を行うことは断念した（注 3)。

士塁裾部分のトレンチ（第25図4b)ては表士下約 1.6mまて掘り下げた。この部分は古

い時期の士塁の崩壊があり、その崩落土がコーナーから東側部分に約16mに亙って見られ

る。恐らく士塁裾部分も地滑りをおこしているものと考えられ、掘り方の検出は困難と見

られる。 トレンチ・セクションてはかろうじて、地山と見られる青黒色砂質土の部分て‘‘落

ち込みが確認された。これはトレンチの最下部てある。

第4調杏区は南門（中門）の真下にトレンチを設定した。ここて‘‘は朝倉館の背後から湯殿

と中ノ御殿の間に通じている空濠からの雨水が集められることや、濠底まての比涵差が大

きいことが原因するためにジメジメした土質の不安定な部分となっている（第25図5)。表

土下に厚さ約30cmのスクモ（藻屑）層が堆積している。その下位には青灰色粘質士層、灰色

粘質土が堆積している。 トレンチ南側の「新御殿」斜面裾て‘‘は青灰色粘質土層、灰色粘質

土層ともに礫が混じる。また、これらの土層にはカワラケ、越前焼、中国製陶磁器、漆器

椀等々の遺物が少最ながら混じる。「新御殿」側に寄ったトレンチ深掘りの部分て、表士下

約1.4mの位置て‘‘薄い黒褐色腐食土層が濠側に落ち込んて‘‘いるのを確認した。この黒褐色腐
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第24図 第67次調査区各トレンチ・セクション図、石垣エレベーション図
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構

食土層は朝倉氏時代の堆積土と考えられる。

遺

しかしながら、更にこの黒褐色腐食上層の下

位ては土層は安定せず、河原石・礫が相当量混じった青灰色粘質士層となっている。

深掘り部分の最下部て‘‘は、 シャクダニの切り石を 2基検出した（挿図 3)。このうちのひ

とつはホゾが切られており、構造物の材てあることがわかる。長さ 123cm、小口面の法最

は31cmX 20cmを測る。 もうひとつは板石に近い形態て、切損している。現存長86cm、小日

面は37cmX 20cmを測る。 トレンチの南端て‘柱痕を 2本分検出した。柱痕間の距離は芯々距

離て‘‘約 1.8mてあった。ハの字のかたちに少し傾斜した状態を呈する。 この柱痕は遺構の

砂利層！い門屯／／衣」／
/ I "1416 

茶褐色ナ層

4b 4c 

| -
『
|

＿―
＿
1

|

 一I 

49 82 

3m 

第25図 第67次調査区各トレンチ・セクション図、石垣エレベーション図
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第67次調査

保存を考えてそのまま埋め戻した。 トレンチ北側ては表土下 1mて‘‘士塁石垣を 3m分検出

した。 80-90cm大の石を組んており、 20cm大のグリ石て詰め石をしている。この石垣の面

と、すてに朝倉館の調杏て確認されている南土塁暗渠SXl07の出日て検出された石垣の面

とを結んだ線が当時の土塁側の裾線と見られる。

各調査区トレンチの土層観察結果から

第26図は北門トレンチ・セクションを模式図に表したものてある。太実線によって濠の

掘り方を復元してみた。土塁側は前述したように、発掘によって確認された石垣が上部て‘

1石分飛ばされているものと判断した。外濠北側ては民家の整地のために濠側に盛士が行

われ、掘り方が削り落とされたものと判断した。模式図からみて掘り方と石垣間の距離は

7mとなり、当時の外濠輻は北門前ておおよそ 7m前後と推定される。

第27図は南門（中門）トレンチ・セクションを模式図に表したものてある。ここては土塁

側て‘‘石垣が検出され、 「新御殿」側ては橋脚と見られる柱痕が2本検出されている。石垣

部分ては柱痕及びその抜き跡は確認されなかったものの、一応外濠の両側に橋脚が建てら

れていたものと推定して、掘り方の復元を試みた。「新御殿」側は前述したように朝倉氏時

代及びそれ以降にも濠斜面の崩壊、 2次堆積がかなりの規模て‘行われたものと考えられ、

スクモ層以下の士層にはカワラケ、越前焼等の遺物が混じっていたり、シャクダニ石の構

造材が落ち込んていたりしている。上塁石垣て‘、も発掘段階て‘‘相当最の石が崩れた状態て‘‘出

土しており、石垣の転石と考えられる。これらの知見から南門における外濠の掘り方を復

（上）第26図 第 1調査区セクション模式図 （下）第27図 第4調査区セクション模式図
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元し、橋脚と石垣との間て求めてみると概ね 6

mを測る。但し、南門に架けられていたもの

と思われる橋は門のレヴェルからみてかなり

高い位置にあり、濠幅より長くなることは当

然てあろう。図には示さなかったが、唐門の

ある西土塁ては第 2調査区及び第 3調査区の

調査成果から外濠幅は約 8mてあることが推

定される。従って、予断は許されないのてあ

るが、 トレンチによる幅確認調査から外濠を

大胆に推定すれば、各土塁毎にそれに面する

濠幅が一定せず、異なるものてあったと 言え i 

遺構

よう。 （南 洋一郎） 挿図 3 第 4調査区柱痕及び切石出土状況

注 1 朝倉氏遺跡調査研究所1976『特別史跡 一乗谷朝倉氏遺跡発掘調査報告 I 朝倉

館の調査 』福井県教育委員会

注 2 現在、 18道となっている県道鯖江・美山線はかって朝倉館の外濠に沿うように巡っ

ていた。明治以後の県道格上げや道路拡幅工事等によって何度か道路のかさ上げ、

付け替えが行われた。

注 3 新たに確認された濠は明治年間の地籍図ても、概ね推定が可能てある。直線的に延

びて一乗谷川と連絡するものと思われる。下図参照。

第28図 朝倉館外濠跡各調査区位置図
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環境整備

v 環境整備

特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡は、戦国大名朝倉氏が領国支配の拠点とした所てあって、こ

こには山城・城戸・居館・家臣団屋敷・寺院•町屋などの遺構が面として良好に残存し、

我国の歴史を知る上て‘欠くことの出来ない史跡てある。この良好に遺存する遺構をして、

「自らを語らせ」、これにより、ここを訪れた人々が、 「歴史と生きた対話をする」こと

をH指した『史跡公園』化計画を進めている。今年度は、昨年実施した第61• 62次発掘調

査事業を受けての上城戸土塁復原整備工と、史跡の中心部にあって、名実共にこの遺跡の

中心となっている朝倉館を明確に区画する遺構てゞある外濠復原整備工の二つの保存整備事

業を実施した。以下、その概要を報告する。

上城戸土塁復原整備工(PL.18・19) 

本工事は、昭和63年度に第61• 62次発掘調査を実施した福井市城戸ノ内町字上城戸及び

伽片l|i東新町字l：ノ木戸地係約4,000面の内、上城戸土塁を中心とする2,180m'を対象とする

保存賂備事業てある。___[事の設計は当館て‘‘行い、この設計書に甚いて指名競争入札により

施工者を決定の上、 T．事を実施した。

I事の対象となった上城戸は、一乗谷の中心てある「城戸ノ内」を区画する重要な防禦

施設て‘あって、先にその城戸日を復原整備した下城戸と対をなすものて‘‘あり、また現在の

史跡指定境界となっているいわば史跡の顔となる重要な遺構て‘‘ある。発掘調査の結果、上

その外（南）に並行して設けら
ヽと怒士つ持を模規のm
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第29図 上城戸土塁復原整備工全体図 (1/400) 
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環境整備

れた上面輻約12m、深さ約 3'mの規模を持つ濠から構成されることが判明している。しか

し、外濠は当初の予想を越えた規模てあって、指定境界を越えて南まて‘‘拡っており、現時

点ての復原整備は不可能となった。しかし、現存する土塁の保存整備は早急に実施する必

要があり、そのため、外濠部を切り離し、土塁の復原保存整備を先行させることとした。

また、城戸口についてもより詳細な周辺調査結果を受けて判断することとし、将来の課題

とすることとした。

上城戸上塁は、東西の山稜がせり出し、谷輻が約 130mとせばまった位置に設けられて

おり、西の山裾には谷を貰流する一乗谷川が存在する。土塁は、この間約 100mに互って

築かれており、前述したようにその規模は甚底部輻約15m、上面輻約3.6m、高さは内面道

路から約 6m、法面勾配は内面が少しゆるやかてあるがほぼ 1: 1、すなわち矩勾配に近

ぃ。この土塁の西半約20mがほば旧状を保ち、中程約20mは南半を削平され、以東は、基

底部から約 2mの高さを残し上部は削平されていた。そこて、この土塁を復原することを

主眼とした。土塁は濠をかき上げた土砂を基部とし、この上に山土をもって築かれていた

が、これに習い、山土て復18することとし、機械施工による約0.3m毎の盤築成を碁本と

し、法面はバケットにより整え、 高麗芝の全面張により法面の保護を計った。また、内

面道路から土塁上面への昇降路が検出されており、これを石積階段として復原整備し、東

半の削平部にもこれに習い設岡した。士塁上面には明確な遺構こそ検出されなかったもの

の、斜面にはかなり原い焼士層がみられたこと、昇降路が存在すること等から、上面には

武者走や目隠塀などが想定される。そこて‘‘、上面を砂利敷とし、武者走を連想させ、また

見学者の園路を兼ねることとし、外方濠側には目隠塀を表示し、合せて転落防止柵を兼ね

たドウダンツッジ密植（樹庫0.6m、3.3本／m) を行った。また、土界内面の道路遺構は

—------~-------------------------------~------- ------------¥. 

。
-----20M. 
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環境整備

埋戻し砂利敷とした。 この他、 士塁西端の一乗谷川に面する小日石垣の補修も実施した。

なお、東端については、現在林道が存在すること、城戸口の可能性も考えられることなど

を考慮して東の山裾とは連続させず開放とし、将来の調査の進展を待っこととした。

朝倉館外濠復原整備工 (PL.20-22) 

本工事は、遺跡の中心てある朝倉館の外濠を復原整備することをH的とする。 これは、

史跡公園化事業に着手した当初より望まれていたが、一部に県道が通過しており、

撤去することが前提てあった。昨年度において新県道と

集落内の旧県道を結ぶ連絡道が整備され、本年度11月を

もって朝倉館前を中心とする約400mの1B県道が廃道と

これを

なった。 これを受け、念願てあった外濠復原整備工事を

実施した。対象地は、福井市城戸ノ内町字新御殿地係約

3,000m'てある。工事の設計は当館て行い、 これに基き指

名競争入札により施工者を決定し、実施した。なお、木

製板橋復原設閻工については、特殊木工技能を必要とす

るため、本工事から除き、文化財建造物修理に通じた業

者を選定し、実施した。

工事の対象地は、東の山裾を背にして西面する朝倉館

を取りまく西・南・北の 3面の外濠てある。

って囲まれた館内の約5,800面の平坦地には10数棟の建

物群や庭園等が検出され、復原整備されており、多くの

見学者が訪れている。また、外濠の外方にも馬場等と伝

えられる外郭が存在し、芝生広場として仮整備されてい

る。

今回の外濠の復原整備により、

この濠によ

より明確に戦国大名の

館の状況を知ることが出来るものと期待される。

西濠は、北端て1日県道が斜めに通過していると共に、

南方ては一部濠内へもこの道路敷が拡っていた。また、

この道路から館正門てある西門へ土橋が設けられていた。

その他の外濠跡は水田化され、少し低い区画としてその

―

―

 

名残りをとどめていた。以前の調査により、 これら外濠

□

[
／
＼
`
[
 

｀
 

へ流れ出る暗渠の出日等が確認され、 また、北濠の一部
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環境整備

約22mが発掘調査され、輻 8m、深さ 3mの規模を持つ箱掘て‘‘あること、底部約 1m厚の

堆積層には将棋の駒等の木製品を含む多量の遺物が存在すること等が確認されていた。原

時点において、多鼠の木製遺物の出土には、保存体制等から問題点も多いことから、これ

ら遺物包含層には手をつけず、近世の水田化に際して埋められた約 2mの土砂の内、上部

約1.5mを排土し、濠の水深は西濠て0.7mとすることとした。排土は機械力を用い、遺構

が削平されることのないよう濠輻を若干せばめて復原することとした。掘削法面の水面上

には高麗芝を張り付け、濠肩に沿って転落防止柵を兼ね、サッキ密植（樹高0.4m、5本／

第30図朝倉館外濠復原整備工全体図 (1/800)
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環境整備

m) を行った。なお、次年度にこれらに沿って見学者用園路を設ける予定てある。

この外濠に存在した 3つの橋の内、少し性格の異る南門に伴う橋を除く西・北の 2つの

外部に向って開かれた橋を復原設置することとした。橋の構造等を明確に示す遺構は検出

されていないが、 『朝倉始末記』に「門の板橋」 と記されていること、外濠という防禦施

設に設けられたものてあること等を考え、簡易な構造の木製板橋を想定し、復原設附した。

なお、橋台部は、北門て‘検出された石垣を参考にし、遺構の保護を考慮し、若干濠内に張

り出す石積橋台とした。

木裏使いとした。

また、橋の中程には意匠と安全性から橋脚を設けることとし、井

桁基礎て‘‘これを支えた。使用した木材は主として米松てある。床板は木の反り等を考え、

また、木材には防腐処理を施した。

なお、濠の排土を機械力によったため、遺構の確認の事前調査を実施し、遺構保全には

万全を期した。

（吉岡泰英）

第31図 木製橋設計図 (1/100)
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第64・65次調査・遺構 (1) PL. 1 

調査区全景 （北から）

調査区全景 （南から）



PL. 2 第64・65次調査・遺構 (2)

調査区南部 （西から）

調査区北東部 （北から）



第64・65次調査・遺構 (3) PL. 3 

庭園 SG3700 （西から）

SV 3709 • SB 3727 （西から）



PL. 4 第64・65次調査 ・遺構 (4)

SV 3709 • SB 3727 • 3728 （西から）

SD 3717 • SB 3729 （西から）



第64・65次調査・遺構 (5) PL. 5 

SF 3735 （西から） SF 3735北壁 （南から）

炉 sx3806 （南から） 炉 sx3807 （西から）

井戸 SE3733 （西から） sx 3813 （西から）



PL. 6 第64次調査・遺物 (1)

3
 

6
 

（上・下）64ーグループ①



第64次調査・遺物 (2) PL. 7 

20 

23 

（上・下） 64ーグループ②



PL. 8 第64次調査・遺物 (3)
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43 
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51 

64 

（上・中・下） 64ーグループ②



第64次調査・遺物 (4) PL. 9 

68 

76 74 

83 

（上） 64ーグループ③ （下） 64ーグループ④



PL. 10 第65次調査・遺物 (1)

84 85 

（上・下） 65ーグループ①



第65次調査・遺物 (2) PL. 11 

116 

151 

155 

163 

168 172 173 174 

183 

190 
192 

（上・中・下） 65ーグループ①



PL. 12 第65次調査・出土遺物 (3)

212 

（上 ・下）65ーグループ①



第65次調査・出土遺物 (4) PL. 13 

218 

236 237 

240 

248 249 

（上） 65ーグループ② （下） SF3735出土遺物



PL. 14 第65次調査・出土遺物 (5)

253 

256 

255 

254 

258 

（左上） 65ーグループ③ （下） SX 3789 出土遺物



第66次調査・遺構 PL. 15 

全 景（南から）

碇石建物 S83823（西から）



PL. 16 第66次調査・遺物 (1)

1 越前災 4 同鉗 10瀬戸壺，14灰釉小!Ill, I 6 I石］卸llll, 17,'i'磁碗，18l,,J !Ill, 

19同鉢、20I司盤、21染付r,他 2311il IIIl 

10 



第66次調査・遺物 (2)

12 

15 

26 

2 越前壺， 5 上師質llll,11鉄釉益，12灰釉碗，13同Jill、15同壺形陶器，24J) 

26ノゞ ンドコ （益），27ィ，・瓦

PL. 17 

22 

27 



PL. 18 上城戸土塁復原整備エ (1)

全 景 （南から）

同 上 （北から）



上城戸土塁復原整備エ (2) PL. 19 

全景 （西から）

登り階段



PL. 20 朝倉館外濠復原整備エ (1)

全 景 （西から）

北半部 （西から）



朝倉館外濠復原整備エ (2) PL. 21 

西 濠

（北から）

西門板橋



PL. 22 朝倉館外濠復原整備エ (3)

北門板橋 （側面）

同 上 （正面）
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